
 宇城市立不知火中学校区の幼稚園・保育園・学校の保護者並びに地域、関係者の皆様へ   【２０２５版：令和７年１０月２２日作成】 
 

幼保小中連携カリキュラム「育ちのものさし」“子どもたちの育ち”を支援しよう！  
  

  不知火中学校区にあるすべての幼稚園・保育園、小学校、中学校では、めざす子ども像を掲げ、園と学校、保護者、地域、行政が連携し、子どもたちを 

 育てていく取り組みを継続しています。ご家庭や地域でご理解・ご協力を頂きますようお願いいたします。 
 

 

 

 

 
幼児期 

年中の終わりまでに 

幼児期年長 

小学校１・２年生 

小学校 

３・４年生 

小学校５・６年生 

中学校１年生 

中学校 

２・３年生 

めざす姿 元気に遊ぶ子ども 
なかよく遊んだり、 

助け合う子ども 

良いところをみとめ、 

はげまし合う子ども 

互いの違いを認め、役割と責任を 

自覚する子ども 

自他の良さを認め、他者と協働し

て集団生活の向上に努める子ども 

豊かな 

心 

□約束やルールについて知る。 

□「おはよう」「おやすみなさい」 

 「ありがとう」「ごめんなさい」など

のあいさつや返事を知る。 

□自分は周りから大切にされている

と実感する。 

□自分の身の周りを整えようとする。 

□約束やルールを守る。 

□「こんにちは」「ありがとう」 

「ごめんなさい」「はい」などのあ

いさつや返事が言える。 

□自分が言われて嫌なことは、人に言

わない。 

□自分が生活する場の掃除に取り組

もうとしている。 

□学校のきまりやルールを守る。 

□自分から進んであいさつや適切な

返事ができる。 

□自分以外の人が嬉しくなるような

言動ができる。 

□チャイムの合図とともに無言掃除

に取り組める。 

□学校のきまりやルールの意味を考

え、しっかり守る。 

□その場に応じた気持ちの良いあい

さつや適切な返事ができる。 

□周りの人が聞いて、元気が出たり、  

 嬉しくなったりする言動ができる。 

□チャイムの合図で無言掃除を行い、  

 時間一杯見つけ掃除に取り組める。 

□規則やルールを守り、見直した

り、改善したりする。 

□時と場をわきまえ、立ち止まって

挨拶や適切な返事ができる。 

□周りの人を思いやり勇気づけた

り、支えたりする言動ができる。 

□チャイムで黙想し、無言掃除、見

つけ掃除を時間一杯取り組める。 

確かな 

学力 

 

□「視る・聴く・味わう・嗅ぐ・触れ 

 る」の五感体験遊びを楽しむ。 

□読み聞かせを通して絵本に親しむ。 

□自分の思いを伝えようとする。 

□大人や友だちなど集団の関わりの 

 中で、「聞く」「待つ」ことを覚える。 

 

□いろいろな遊びや活動に元気に取

り組んでいる。 

□絵本や本に親しみ、進んで読もうと

している。 

□気持ちや考えを、「です」「ます」を

つけて話そうとしている。 

□相手を見て最後まで話を聞こうと

している。 

□宿題や次の日の準備が進んででき

る。【学年×１０分】 

□１ヶ月に１冊以上の本を読む。 

□理由も入れながら話す。 

□自分の考えと比べながら聞く。 

 

□予習復習や自分の課題等について

自学ができる。【学年×１０分】 

□１ヶ月１冊以上本を読む。 

□場に応じた言葉づかいで伝えたい

中心点を話すことができる。 

□相手を見て意思表示しながら、話を 

 最後まで聞くことができる。 

□将来の進路を見据え、計画的に学習

に取り組むことができる。 

【学年×１０分】 

□１ヶ月１冊以上本を読む。 

□伝えたいことを、相手に合わせて声

の大きさや速さを変えて話すこと

ができる。 

□相手の立場、思いを考えながら耳 

 を傾けることができる。 

 

健やかな

体 

 

□１１時間は寝ましょう。 

（９時までに就寝＋お昼寝） 

□１０時間は寝ましょう。 

（９時半までに就寝） 

□９時間半は寝ましょう。 

（１０時までに就寝） 

□９時間は寝ましょう。 

（１０時半までに就寝） 

□８時間は寝ましょう。 

（１１時までに就寝） 

 

めざす子ども像：豊かな人生とよりよい社会を創造する「徳・知・体」の調和のとれた子ども 

早寝・早起き・朝ごはん 

☆★☆～毎月１０日は、ＭＣ１０（メディアコントロールデー）です。～☆★☆ 

□１０時までには寝る。１０時までにメディアをやめるようにしましょう。【幼児期は９時まで】 

□基本的な生活習慣、家庭のコミュニケーション、メディアとの関わり方を考えていきましょう。 

□テレビ、ゲーム、携帯電話、スマートフォン、タブレット等の使用について家族で話し合い、 

 ルールを守って正しく安全に利用しましょう。 
 

  

 最後まであきらめない

心と体を鍛えよう。 
 

 生活のリズムを整え、 

健康な体をつくろう。 
 

  


